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1． まえがき 

一側性難聴（片耳難聴，一側ろう）とは，片方の耳が高

度な難聴状態のことを指し，原因は様々であるが，500～

1000 人に一人の頻度で起こるとされる[1]．また，障害者手

帳の対象外であり，一方の耳は正常に聞こえるため症状が

目立ちにくく，障害を自己開示しない人も多い．難聴は伝

音性難聴と感音性難聴の２種類に分類（両症状の場合は混

合性難聴）される．伝音性難聴は，外耳や中耳の障害によ

って起ることから外科療法が有効な場合もあり補聴器の使

用も効果的である．感音性難聴は，内耳や神経系の障害の

ため，治療による回復や補聴器で聴力を補うことも難しい

ことが一般的である．本研究では一側性高度感音難聴を対

象とし，以下「一側性難聴」と記す場合はこれを指すもの

とする． 

一側性難聴は，聞こえる耳でのみ音を判別するために，

距離や方向といった音源位置の判別が困難である．生活上

特に，緊急車両のサイレン方向や，車や自動車の走行音お

よび警音器の音がどこから発せられているのかなどは，視

覚的に捉えるまでは分かりにくいことが多く，交通量の多

い路上では常に命の危険を感じている．このような一側性

難聴者への音源位置情報を補おうとする機器は，大惠ら[2] 

[3]のように研究段階では進められているものの，実用化は

されていないのが現状である． 

また，補聴器についてはすでに実用化された補装具であ

り，小野ら[4]の研究のようにこれまでの「隠す」デザイン

から「見せる」デザインへの進化も試みられ，近年はデザ

イン性の高いものが普及するに至っている．しかし，補聴

機器としてのデザインからは外れておらず，一側性難聴で

あることを自己開示していない多くの人には，同様のデザ

インでは補装具としては扱いにくいものである． 

よって，本研究では大惠ら[2] [3]の研究を参考に，実用的

な一側性難聴補装具を開発すると共に，補装具としてのデ

ザインではなく，装身具（アクセサリー・ジュエリー）と

してデザインすることにより，日常に溶け込みやすく，障

害を自己開示していない人も補装具そのものを身に着けた

いと思う形態にすることを目的とする． 

2．研究計画 

大惠[2] の研究では，音源方向を示す振動子に小型モータ

を活用したが，起動まで 8 ms の遅延があることと，モー

タ音が周囲の音の検出の妨げになる問題点を指摘していた．

また，これを改良した大惠ら[3] の研究では，電気刺激に変

更し良好な結果を得ていたが，そもそも電気刺激では，装

着者に抵抗感や不快感があることを拭えず，音の大小を刺

激で表現することも困難と考えられる． 

よって，本研究では装着にあたり抵抗感や不快感が少な

く，かつ，モータよりも軽く動作音が少なく応答性も良い

と考えられる図 1に示す 3種類の振動子を活用する． 

 

また，特に装身具としてのデザイン性を重視するために，

耳の周辺のみならず，現代においてアクセサリーやジュエ

リーを装着する部位の中から，振動により方向がわかると

想定される図 1 に示す 3 か所の装着部位について，それぞ

れの振動子の大きさ振動出力等を考慮して設計する． 

本研究ではユーザーテストにより,音源方向の明瞭さなど

聴覚方向補装具としての性能評価に加え，「かわいい」

「身に着けたい」などの装身具としてのデザイン性評価も

行う．また，性能及びデザイン評価は，抵抗感・違和感・

疲労感などの負の側面も同時に調査し明らかにする． 

3．おわりに 

 古来より装身具はただの装飾用途だけではなく，祈りや

思いがこもるものとされている．本研究を通じて，まだ実

用化されていない装身具形態聴覚方向補装具の効用と副作

用を明確にし，一側性難聴者の命のお守りになること目指

す． 
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図１ 装身具形態の聴覚方向補装具と装着部位 

装着部位      装身具の例（方向振動子の例） 

イヤリング，イヤーカフ等（逆圧電効果振動子） 

髪留め，サークレット等（スピーカー振動子） 

アームリング，アームレット等（ソレノイド振動子） 
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